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平成 15 年 3 月に豊田市教育行政計画を策定してから 10 年、平成 20 年 3 月に同計画

を改訂してから５年が経過しました。教育委員会では、この間、７つの重点プロジェ

クトを始め様々な施策を実施し、教育環境の充実に努めてまいりました。今回、これ

までの教育行政の成果と課題をふまえ、社会情勢の変化や教育を取り巻く新たな課題

に対応するため、次の５年の教育行政の指針となる「第 2 次豊田市教育行政計画」を

策定いたしました。 

この計画では「多様な市民一人ひとりが自ら学び、人と地域が共に育ち合う教育の

実現」を基本理念に、本市に住む人、本市で働く人、本市で学び・育つ人などが、生

涯を通じて、主体的に、教育・学習活動、文化・スポーツ活動などに取り組むととも

に、地域の中で人々が交流し、育ち合うことにより市民と地域社会が共に発展してい

くことを目指しています。 

これからの教育は今まで以上に地域力や市民力を生かして、市民総ぐるみで教育を

推進していかなければならないと感じています。学校や行政だけでなく、家庭、地域

も含めた共働により、計画の実現に取り組んでいくことが不可欠です。こうしたこと

から本計画では「地域ぐるみの教育」をキーワードに掲げ、11 の重点テーマを中心に

教育の振興・発展に邁進していきたいと考えています。 

最後に、本計画の策定にあたりまして、豊田市教育行政計画審議会の委員の皆様を

始め、アンケートやパブリックコメントにご協力をいただいた市民の皆様に心から感

謝を申し上げるとともに、今後の計画の推進にご支援とご協力を賜りますようお願い

申し上げます。 
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本市では、第７次豊田市総合計画基本構想において「人が輝き、環境にやさしく 躍

進するまち・とよた」を将来都市像に掲げ、「市民力」「地域力」「企業力」の３つの底

力を生かし、安心で活力と魅力あふれるまちの実現に取り組んでおります。 

めまぐるしく変化する社会や経済の中でも、子どもが将来に夢や希望を持ち、市民

が本市に愛着と誇りを感じ、とよたの未来を創造していく力を育むために、教育は不

可欠であり、今後、その役割はますます高まっていくと考えています。 

こうした中で、これまでの豊田市教育行政計画は、学校教育だけでなく、次世代育

成や生涯学習等の分野も含めた総合的な教育計画として、多くの市民の学びに貢献し

てまいりました。新たな教育行政計画では、このような部分は踏襲した上で、今の時

代の課題を整理しながら、多様な立場の方々から意見をいただき、新しい時代を見据

えた「基本理念」と「目指す人物像」、さらに「今後５年間で目指す教育の姿」を設定

いたしました。また、その実現に向けて、家庭・学校・地域が一体となった「地域ぐ

るみの教育」で取り組んでいくことといたしました。 

このため、この計画はすべての市民の皆様が関わるものであり、皆様には実現に向

けた一層のご協力をぜひともお願いしたいと思います。豊田市としましても、教育委

員会と力を合わせ、この計画の推進に努めていくことをお約束し、計画策定にあたっ

てのごあいさつといたします。 
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